
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年２月２４日 

京都府立東舞鶴高等学校 

国際教育部発行 

日本・新発見 このコーナーでは AETの先生を通して見た日本を紹介します。 

A longer year 

Have you noticed anything interesting about the month of February? This 

month is 29 days! That means that this year there are 366 days. This year is 

called a *“leap year.” A leap year happens every four years. The last leap year 

was 2012. A leap year is necessary because the Earth takes approximately 

365.242199 days to go around the Sun. One popular tradition during 

February 29 is that women propose to their boyfriends.  

 

*leap year うるう年 
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終
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す
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３年国際文化コース 志楽小学校英語レクチャー体験(1/15) 

 志楽小学校の４年生対象に、フルーツバスケットやかるたなどをしながら英語に親しんでもらう授業を提供しま

した。普段は「授業を受ける」立場ですが、今回は「授業を行う」という貴重な経験をし、新たな発見がありました。 

２年国際文化コース プレゼン特別授業(2/5) 

 日本英語検定協会より西川美香子先生をお迎えし、英語でのプレゼンテーションで、いかに発信したいことを効率

よくまとめて、より効果的に発表するか、についての特別授業を実施しました。 

感想 

○最初は楽しんでくれるか不安だったけど、全員が楽しんでく

れたし、自分たちも一緒に楽しむことができたので良かっ

た。これを機会に、英語に興味を持ってもらい、何年後かに

東高の国際文化コースに来てくれたらうれしいです。（一瀬 

荘太 若浦中出身） 

○小学生のみんなは、とても元気で積極的で、本当に素敵だな

あと思いました。少しでも英語を日常生活の中で使って、英

語が大好きになってくれたらいいなあと思います。（松本 

里沙 白糸中出身） 

○レクチャー体験を通して、小学生の価値観などを見ることが

できて良い体験ができました。（稲本 真巳 白糸中出身） 

AIU 高校生国際交流プログラム 

 

来日した米国高校生との共同生活を通して、日米相互の文化交流を図るセミナーです。京都の日本情緒あふれる施設で共

同生活を行い、米国高校生に日本を発信する機会が存分に用意されています。日本にいながらにして海外にいるような体験

ができます。参加しませんか。 

○期間：平成２８年７月２８日（木）～８月９日（火）  

○場所：関西セミナーハウス（京都市左京区） 

○内容：日本文化活動、ディスカッション、プレゼン、 

米国講師による語学と文化学習 など 

○費用：交通費、滞在費はプログラムが負担してくれます。 

○選考：一次の書類選考の結果は、５月初旬になります。 

詳細は以下の URLを見てくださいね。http://www.highschooldiplomats.org/contents/download.html 

 

感想 

○ちょっと工夫することで、聞きやすくて楽しいプレゼンにな

るということが分かった。日本語で１番伝えたいことは最後に

くるけど、英語では逆になり、文章構成が全く違うということ

がわかりました。（中江 桃花 白糸中出身） 

○今まで、”I am going to talk about ～,”や”First～, 

Second～”などの定番の言い回しばかり使っていたけど、聞き

手の立場になって考えると、聞いていてつまらないということ

に気づきました。もっとさまざまな表現を使いこなせるように

なりたいです。（伊藤 綾音 青葉中出身） 

○プレゼンは大学生になってからもすると思うので、今日習っ

たことは覚えておきたいです。（髙倉 功 白糸中出身）

身    ） 

校内応募締め切りは、３月９日（水） 

国際教育部（野田・大槻）まで 

希望者が多い場合は、校内選考をします。 

 

 

 

１年生１名と２年生１名が、東高代表として応募しまし

た。書面審査の結果は４月上旬の予定です。 

 

 

英語かるたをしている様子 

 

効果的なプレゼンの実演指導を受けているところ 

良いプレゼンをするためには、聞き手

を常に意識することが大切！ 

 

トビタテ！留学 JAPAN  

日本代表プログラム高校生コース 

パーラメンタリ―ディベート講習会(2/13) 

 

京都で初の「パーラメンタリ―ディベート」の講習会が

京都で開かれ、本校から１年生３名と２年生１名が参加し

ました。 

パーラメンタリ―ディベートは、１つのトピックについ

て賛成側と反対側に別れて意見を述べ合うものです。英語

でのコミュニケーション能力のみならず、論理的思考力や

対話力の育成に有効であると注目されています。 

報告・案内 
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